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謡
曲
「
檜
垣
」
に
お
け
る
縁
起
／
空

本
稿

は
「

檜
垣
」

が
大
乗
仏
教
の
実
相
観
に
基

づ
い
て
構
成

さ
れ
て
い

る

こ

と
を
検

証
す

る
。
実
相
観
と
は
、
諸

現
象
を
観
察
し
、
縁
起
／

空
の
理

を

観

ず
る
行
法

で
あ
り
、
主
体
、
客
体
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
相
互
依
存

の
関
係

に
あ
る
と
観
ず
る
こ
と
を
い
う
。
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
は
、
社
会
的
・
地
理
的

環
境
と
相
互
作
用
し
つ
つ

主
体

が
構
成
す

る
認
識
の
準
拠
枠
で
あ
り
、
相
依

相
関
す
る
主
体

の
観
点

、
知
識
体

系
、
先
入
見
、
価
値
観

、
目
的

、
記
号

体

系
、
認
知
・
認
識

の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ

る
。
客
体

は
コ

ン
テ

ク

ス
ト
に
於
て
顕
現

し
、
コ

ン
テ

ク
ス
ト

の
変
換
は
顕
現
す

る
客

体
を
変
え

る
。

し

か
し

、
主
体
は
、

観

点
に
よ
っ
て
構
成
し

た
コ

ン
テ

ク
ス
ト
に
於

て
認

識

し
た
客
体
を
、
記
号

体
系
を
通
じ
て
実

体
化

・
固

定
化

し
、
固

定
化
し
た

客
体
に
執
着
す
る
傾
向

が
あ
る
。
主
体
、
客
体
、
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
相
互
依

存
関

係
に
於
て
、
主
体
と
客
体

が
顕
在
化
す
る
と
い
う
現
実
を
把
握
す
る
こ

と

が
、
執
着
に
起
因
す
る
苦
よ
り
の
解
脱
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
反
省
を

越
　
智
　
礼
　
子

通
じ
て
観
点

を
転

換
し
、
コ

ン
テ

ク
ス
ト
を
変
換
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。
主
体

、
客

体
、
コ

ン
テ

ク
ス
ト
の
相
互

依
存
関

係
の
構
図
は
、
主
体

が
自
己

を
認
識
す

る
場
合

に
も

、
主
体

が
読
み
手
と
し
て
テ

ク
ス
ト

を
解
釈

す

る
場
合

に
も
あ
て

は
ま
る
。
懺
悔
す
る
老
女

と
テ
ク
ス
ト
を
解
釈
す

る
読

者
、
こ
の
両
者
が
縁
起
／
空
の
理
を
観
ず
る
よ
う
に
「
檜
垣
」
は
構
成
さ
れ

て
い

る
の
で

あ
る
。

「

檜

垣
」

の

観

点

「

檜
垣
」

は
、
一
老
女

が
懺
悔
を
通
じ
て
、
自
己
の
観
点
を
転
換
し
、
解

脱

し
よ
う
と
す
る
過
程
を
描
写
す
る
。
老
女
の
懺
悔
は
、
生

が
完
結

し
た
死

後

の
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
。
世
阿
弥
は
、
老
女

が
自
己
の
一
生
を
有
機
的
全

体
と
し
て
、
同
時
に
視
野
に
入

れ
得
る
共
時
的
観
点

を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
は
、
一
生
を
構
成
す
る
諸
要
素
相
互

の
関
係
・
機
能
を
常
に

冖
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全
体
と
の
関
係
に
於
て
把
握
し
得
る
。
生

が
、
死

と
い

う
完
結
へ
の
過
程
で

あ
る
為

に
、
コ

ン
テ
ク
ス
ト

が
常
に
部
分
的
全
体
（
開
い
た
体
系
）
で
し

か

あ
り
得

ぬ
生
存
中
の
懺
悔
と
は
異
な
る
。
老
女
の
懺
悔

は
、
生
前
の
出
来
事

を
異

な
る
コ

ン
テ
ク
ス
ト
に
置
き
、
異

な
る
観
点

か
ら
観
察

さ
せ
、
異

な
る

様
相

を
措
定

さ
せ

る
。
老
女
は
、
こ
の
懺
悔

を
通
じ
て

、
主
体
、
コ

ン
テ
ク

ス
ト
、
客

体
の
相
互
依
存
関
係

を
認
識

し
、
一
観
点

に
執
着
す

る
こ
と

に
起

因
す

る
苦
し
み

か
ら
自
由
に
な
ろ
う
と
す

る
の
で

あ
る
。

老
女

の
懴
悔

は
、
死
後
と
い
う
現
在

の
状

態
を
、
生
前

と
い

う
過
去

と
の

関
係

に
於
て

遡
及
的
に
把
握
す

る
。
果
報

と
し
て

の
「
死
後
の
状
態
」

が
動

因

と
な
っ
て
、
死
後
の
観
点

か
ら
業
因

と
い

う
結
果

を
、
生
存
中
に
可
逆
的

に
求

め
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
因

が
果

に
論
理
的
・
時
間
的
に

先
行
す
る
と
す
る
階
層
秩
序
的
因

果
関
係
の
論
理
は

、
実
は
果

か
ら
因

が
遡

及
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
因

と
果
は
論
理
的

に
相
互
依
存
関
係
に

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
縁
起
／
空
の
理
を
表
現
し
て
い
る
。

「
檜

垣
」

の
構

成

初

め
に
、
修
業
僧

に
よ

っ
て

、
観
世
音

の
霊
地
で
あ
る
岩
戸

に
居
住
す

る

理
由
、
百
歳

に
も

な
ろ

う
と
い
う
老
女

の
存
在

、
老
女

の
行
動

が
紹
介

さ
れ

る
。
こ

の
紹
介

を
通
じ
て
、
仏
教
的
解

釈
の
準
拠
枠

が
形
成

さ
れ
、
僧

に
は

懴
悔

を
聞
く
資

格
が
あ

る
こ

と
が
証
明

さ
れ
る
。
次

に
、
老
女

に
よ

っ
て
二

種
の
懴
悔

が
交
互

に
行

わ
れ

る
。
初

め
に
、
事

象
の
通

時
的
連
関
並

び
に
共

時
的
連
関

を
思
念
し
、
縁
起
／

空
の
理

を
観

ず
る
観

察
実
相

懴
悔
が
行

わ
れ

る
。
つ
い
で

、
理

の
具
現
と
し
て
の
老
女

の
個
人
的
体
験

を
語
る
（
あ
る
い

は
演
ず
る
）
発

露
懺
悔

が
行
わ
れ
る
。
こ
の
二

種
一
組
の
懺
悔
は
三
度
行
わ

れ
、
悟
り

と
煩
悩
、
一
般

と
個
別
の
相
即
を
体
現
す
る
老
女

が
視
覚
的
心
象

に
よ
っ
て

描
き
出

さ
れ

る
。
観
察
実
相
懺
悔
は
、
観
世
音

に
供
え

る
閼
伽
の

水
を
汲

む
と
い
う
行
為

に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は
縁
起
／

空
の
理
を
体
得
し
た

僧

に
よ
る
弔
い
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
発
露
懺
悔
は
、

僧

に
自
己

を
顕

現
し
、
焦
熱
地
獄
で
苦
し
む
因
縁
を
反
省
・
告
白
し
、
縁
起

／

空
の
理
を
体
現
す

る
と
い
う
形

を
と
る
。
最
後
に
、
再

び
、
菩
提

を
望
み
、

閼

伽
の
水
を
汲
ん
で
運

ん
で
行
く
老
女
の
姿
を
喚
起
し
つ
つ
「
檜
垣
」
は
終

わ
る
。

「

檜

垣
」

の

宗

教

的

枠

組

冥
界

の
裁
判

の
様
子

を
描
写
し
た
十
王

図
、
並
び
に
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
に
於

け
る
閻
魔
―
観
音
―
阿
弥
陀
の
垂
迹
思
想
は
「
檜
垣
」
を
解
釈
す
る
為
の
宗

教
的
枠
組
を
示

唆
し
て

く
れ
る
。
十
王
図

に
は
、
鬼
形
を
し
た
獄
卒

の
前
で

鏡
に
向

っ
て
い
る
亡
者
の
姿

が
描

か
れ
て
い
る
。
チ

ベ
ッ
卜
仏
教

に
は
、
地

獄
に
落
ち
た
衆
生
は
、
観
音
の
化
身
で
あ

る
閻
魔

が
掲
げ
る
鏡

に
向

っ
て
、

自
分
自
身
で
判
決
を
表
明
す
る
と
い
う
教
え
が
あ
る
。
観
音
は
阿
弥
陀
の
化

身
と
し
て
無
限
の
慈
悲
を
も
っ
て
地
獄
へ
行
き
、
閻
魔
の
形

を

と

り

、（
良

心
の
声
を
目
覚
め
さ
せ
る
知
識

の
）
鏡
の
力
で
衆
生
の
煩
悩
を
浄
化
の
火
に

転
換
し
て
罪
（
縁
起
／

空
の
理

に
無
知
で
あ

る
こ
と
）

を
浄
め
、
衆
生
の
在

り

方
を
変
換
す
る
。
地
獄
で

、
観
世
音

の
化
身

が
掲
げ
る
鏡

に
、
衆
生

が
自

空作る作
亅垣檜

ｒ

Ｌ
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己

を
映

し
出

し
、
煩
悩
（
の
火
）

を
浄
化

の
火

に
転

換
し
、
縁
起
／

空
の
理

を
体

得
し
解

説
す
る
と
い
う
構
図
は
、「
檜

垣
」
の
構
成
と
類
似
し
て

い
る
。

「
檜

垣
」
で

は
、
流
れ
る
白
川

が
実

相
を
「

映
し
出

す
」

鏡
の
如
く
作
用
す

る
観
世

音
の
霊
地
で
焦
熱
地
獄
の
苦
し
み
か
ら
解
脱
す
る
為
に
、
僧
の
前
で

老
女
が
懺
悔
を
す
る
。

懺

悔

の

聞

き

役

と

し

て

の

僧

の

資

格

僧
に
懴
悔

を
聞
く
資
格

が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
僧

が
描
写
す

る
岩
戸
の
景

色
を
考
察
す

る
こ

と
に
よ
り
分
る
。
僧

が
描
写
し
た
景
色
（
客
体
）
は
、
僧

の
観

点
、
認
識
方
法
、
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
捉
え
方
を
反
映
し
て
い
る

か
ら
で

あ
る
。岩

戸

の
観
世
音

は
、
霊

仏
殊
勝
の
お

ん
こ

と
な
れ
ば

暫
ら
く
参
籠

し
所
の
致
景

を
見

る
に
、

南
西

は
海
雲
漫

々
と
し
て
萬
古
心
の
う

ち
な
り

、

人
希

に
し
て
慰
み
多
く

、
致
景
あ

っ
て
郷
里

を
去

る
、

三

年
が
間

は
居

住
仕

っ
て
侯
。

僧

は
お
籠
り

を
し
た
後

、
観
世
音
信
仰
と
関

わ
り

の
あ

る
宗
教
的
脈
絡
に
於

て
、
宗
教
的
観
点

か
ら
岩
戸

の
景
色

を
眺

め
、
霊
地
で

あ
る
と
認
識
し
た
の

で
あ

る
。
そ

し
て

、
こ

の
認
識

は
三

年
間
続
い
て
い

る
。
従

っ
て

、宗
教
的
・

文
化
的
脈
絡

に
於
て
「
南
西

は
海
雲
漫

々
と
し
て
萬

古
心
の
う
ち
な
’り
」

と

い
う
表
現
の
解
釈

を
試
み

る
。

浄
土
三
部
経

に
基

づ
く
阿
弥
陀
来
迎
信
仰

の
影
響

を
受

け
た
文
学

、
美
術

は

、
観

音

と
至

勢

を

脇

侍

菩

薩

と

し
て

西

方

浄

土

か
ら

紫

雲

に

乗

っ
て
死

者

を

迎

え

に

来

る

阿

弥

陀

を

描

く

。

こ

の
来

迎
信

仰

は

、

源

信
（
９
４
２
-
１
０
１
７
）

の
著
『
往
生
要
集
』
（
9
8
5
）
に
よ
っ
て
普
及
し
た
と
言
わ
れ
る
。
『
華
厳
経
』

（
入
法

界
品
）
に
記
述

さ
れ
て
い
る
如

く
、
観
世
音
菩
薩

の
浄
土
は
南
海
に

位
置
し
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
紀
州
の
南

端
に
位
置
す
る
熊
野

の
那
智

を
観
音
浄
土

と
み

る
信
仰
に
典
型
的
に
顕
わ
れ
て
い

る
。
『
法
華
経
』

（
観
世
音
普
門
品
）
で

は
、
観
音
は
種
々
に
変
化
し
て
六
道
を
自
由
に
往
来

し

、
苦

悩

す

る

衆
生

を
助

け

、

仏

陀

の

慈

悲

を

表

現
す

る

。
更

に
、

密

教

で

は

、
慈

悲

を
行

ず

る
菩

薩

と
し

て

、

観

音

は

阿

弥

陀

の

垂
迹

と
考

え

ら

れ

た

。

阿
弥
陀

の
顔

が
上

部
に
位
置
し
、
下

部
に
十

の
観

音
の
顔

が
位
置
す
る
十
一

面
観
音

は
、
こ

の
本
地

垂
迹
思
想
を
体
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
解
脱

す

る
為

に
行
わ
れ
る
観
法

に
は
、
種
々
の
対
象

が
あ
る
。
例
え

ば
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
の
阿
字
に
本
不
生
（
縁
起
／

空
の
理
）

を
観
ず
る
阿
字
観
、
肉

体

に
対
す

る
執
着
を
絶
つ
為

に
人
間
の
死
骸
の
九
種
の
相
状
を
思
念
す
る
九

想
観
、
太
陽
が
西
に
沈
む
の
を
見
て
阿
弥
陀
の
浄
土
が
西
に
あ
る
こ
と
を
想

う
日
想
観

等
で
あ
る
。

こ

の
宗
教
・
文
化
の
伝
統
的

脈
絡
に
於
て
は
「
南
西

は
海
雲

漫
々
と
し
て

（

南
西

は
海
と
雲

が
一

つ
に
融

け
合

っ
て
広
々
と
続
く
）
」

は
、
観
音

と

阿

弥

陀
と
両

者
の
浄
土
を
観
法

の
対
象

と
し
て
念
じ
、
両
者
の
無
限

の
慈
悲

と

「
不
二
而

二
・
二

而
不
二
」

を
観

じ
た
と
解
釈
し
得
る
。
更
に
、
南
西
は
海

と
雲

が
一
つ
に
融
け
合
っ
て
広
々
と
続
く

の
で
、
僧
は
「

萬
古
（
過
去
・
現

在

・
未
来

と
い
う
時
間

的
区
別

を
超
え

た
永
遠
）
心
の
う
ち
な
り
」
と
観
ず



る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
空
間
的
区
別
・
時
間
的
区
別
を
超
え

、
更

に
空
間

と
時
間
と
い
う
区
別
を
も
超
え

た
「

平
等
性
智
」
を
体
得
し
た
こ
と
を
表

現

し
た
も
の
と
解
釈
し
得
る
。

檜
垣
の
老
女
は
、
こ
の
僧
に
地
獄
で
苦
し
む
姿
を
顕
わ
し
て
懺
悔
す
る
の

で
あ

る
。
僧
は
老
女

の
苦
し
む
姿
を
見
て
、
二
元

論
的
差
別
智

（
価

値
判
断

を
伴
う
階
層
秩
序
的
分
類
）

に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
（「

あ

ら

痛

は
し
の
お
ん
有
様
や
な
、
今

も
執
心
の
水
を
汲
み
、
輪
廻

の
姿
見
え
給

ふ
ぞ

や
」
）
。
僧
は
、
無
知
故

に
苦
し
む
衆
生
を
助

け
る
為

に
地

獄
に
往
来
す

る
観

音
の
役
割
と
同

時
に
、
事
物

を
「
如

実
に
映
す
鏡
」

の
機
能

を
果

し
て

い
る

と
言
え

る
。
差
別
智

を
超

越
し
、
平

等
性
智
で
現
実

を
見

る
者

の
み

が
果

し

得
る
機
能
な
の
で

あ
る
。
僧

の
平
等

性
智
を
通

し
て
老
女

に
自
己

の
現

実
を

認
識
さ
せ
る
と
い
う
構
図
は

、
自
己
認

識
に
於

け
る
自
己

と
他
者

と
の
相
互

依
存
関

係
を
明
示
す

る
。
即

ち
、
自
己

は
他
者

が
「
映

し
出

し
た
」
自
己

の

姿

を
通

じ
て
自
己

を
認
識
す

る
と
い

う
こ
と
、
そ
の
他
者
は
如
実

に
自
己

を

「
映

し
出
す
」
他
者
で

な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
い

う
こ

と
、
自
己

は
他
者

に
自

己

を
如
実

に
顕

わ
す
自
己
で

あ
り

、
他
者

が
「
映

し
出

し
た
」
自
己

を
如
実

に
「
見

る
」
自
己
で

な
け
れ

ぱ
な
ら
ぬ
と
い

う
関
係
で

あ
る
。

環

境

と

主

体

の

相

互

作
用

僧
に
と
っ
て

、
岩
戸

の
景

色
・
位
置

は
、
縁
起
／

空
の
理
（
不
二
而
二
・

二
而
不
二
）

と
い

う
記
号
内
容

を
具

現
し
た
記
号
表
現

の
働
き

を
し
て

い
る

と
い
え

る
。
僧

は
、
宗
教
・
文
化

の
伝
統
的
脈
絡
に
於
て
認
識

し
た
景

色
を

記
号
化
し
た
の
で
あ
る
。
記
号

化
さ
れ
た
景
色
は
、
逆
に
僧
に
理
を
観
念
さ

せ
、
悟
り
を
強
化
す
る
作
用
を
果
す
と
言
え

る
。
そ
れ
故
に
、
僧
は
「

ま
こ

と
に
住
む
べ
き
霊
地
と
思
ひ
」
三
年
間
居
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
僧
と
岩

戸

の
関
係
に
は
、
主
体
、
コ

ン
テ

ク
ス
ト

、
客
体
の
相
互

作
用
の
構
図
が
あ

て
は
ま

る
。

こ
の
相
互
作
用
の
構
図
は
、
老
女

と
白
川

と
の
関
係
に
も
あ
て
は
ま
る
。

流
れ
る
白
川
に
現
わ
れ
て
は
消
え

る
泡
は
、
老
女
に
と
っ
て
現
象
世

界
の
無

常
（
記
号
内
容
）
、
即
ち
通
時
態
を
体
現
し
た
記
号
表
現
の
役
割
を

果

す
。

更

に
、
白
川
は
老
女
の
姿
を
「

映
し
出
す
」
鏡

と
し
て
機
能
し
、
老
女
自
身

に
顕
現
し
た
無
常
を
自
覚
さ
せ
る
。
そ
れ
故

に
、
老
女
は
「
こ
こ
は
所
も
白

川

の
（
こ
こ
は
所
の
名
も
〔
知
る
〕
と
い
う
白
川
）
」
と
、
白
川
の
「

白
」

を

「
知
る
」

に
掛
け
る
の
で
あ
る
。

よ

っ
て
、「

岩
戸

の
観
世

音
は
、
霊
仏
殊
勝

の
お

ん
こ
と
な
れ
ば
（
霊
験

あ

ら

た
か
で
あ
る
）
」

は
、
縁
起
／

空
の
理
を
体
現
し
た
地
理
的
環
境
に

よ

る

と
解
釈
し
得
る
。
因

み
に
、
観
世

音
と
い
う
名
に
は
二
つ
の
解
釈

が
あ
る
。

種

々
の
音
を
現
じ
て
、
又
、
千

変
万
化

し
て
衆
生
を
教
化
し
、
解
脱

せ
し
め

る
も
の
と
い
う
意
と
、
救
い
を
求
め
る
衆
生

の
音
声
を
聞

い
て
救
済
す
る
も

の
の
意
で
あ
る
。
無
知
の
為
に
地
獄
で

苦
し
む
老
女
は
、
こ
の
岩
戸

の
環
境

と
相
互
作
用
し
つ
つ
解
脱
へ
と
導
か
れ
、
一
方
、
僧
は
悟
り

を
強
化

し
て
い

く
。
岩
戸
は
観
世

音
の
霊
地
と
呼
ば
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
所

な
の
で

あ
る
。

パ雛るＷに亅垣檜ｒ
Ｌ
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老

女

の

懴

悔

一

度

目

の

懴

悔

は

、

僧

の
世

界

に

老
女

が
訪

れ

た

時

、
二

度

目

と
三

度

目

の
懺
悔
は
、
僧
が
老
女
の
世
界
を
訪
れ
た
時
に
行
わ
れ
る
と
い
う
設
定
で
あ

る
。

こ

れ

は

懴

悔

の
内

容

と
対

応

し

て

い

る

。

一

度

目

の

観

察

実
相

懴

悔

は

、

観

世

音

に

供

え

る
閼

伽

の

水

を

白
川

か

ら

汲

む

時

に

誘

発

さ

れ

る
（
「

流

る

る

水

の

あ

は

れ

世

の
　

そ

の
理

を

汲

み

て

知

る
」
）
。

老

女

の

観

察

は

、
社
会

的
・

経

済

的

状

況

に

交

際

範

囲

を

限

定

さ

れ

た

人

間

と

物

理

的

状

況

に

行
動

を

束

縛

さ

れ

た

有

情

の

鳥

に

、

老

衰

し

た

人

間

の

姿

と

霜

葉

に

類

似

を

認

め

る

。

老

女

は

、

掛

詞

「

く

み
」
（
「

流

る

る

水

を

…

…

汲

み

」
・
「

理

を

く

み
」
）

と

「

あ

は
」
（
「

水

の

泡
」
・
「

あ

は

れ
世

」
）
を

用

い

て

、
自

身

を

も

含

め

、

事

物

の

在
り

方

が
環

境

・

状

況

・

脈

絡

（

コ

ン
テ

ク

ス
ト

）

に

影

響

さ

れ

る

と

い

う

実

相

の

理

を

認

識

し

た

こ

と

を

端

的

に

表

現

し

て

い

る

。

こ

れ

は

、（

人
間

が

認

識

す

る
）

自

然

界

、

人

間

社

会

、

言

語

領

域

の
三

者

に

相

似

性

を

認

め

る

観

点

か

ら

、
老

女

の
観

察

を
具

現

し

た

と
解

釈

し
得

る
。

こ

の
観

察
実

相

懴
悔

に
続

く

発

露

懴
悔

に
於

て

、

筑
前

の
守

、

藤

原

興

範

の

為

に
白

川

か

ら

水

を
汲

ん

だ
時

に

詠

ん

だ

和

歌

「

年
経

れ

ば

わ

が
黒

髪

も

白

川

の

み

つ

は
ぐ

む

ま
で

老

い

に

け

る

か

な

（

年

を

経

た

の

で
昔

の

黒
髪

も

白

川

の

名

の

様

に

白

く

な
り

、
老

い

屈

ん

だ

姿

で

水

を
汲

む

程

に

年

を

と

っ

て

し

ま

っ
た

な

あ
）
」

を

用

い

て

、

老
女

は

自

分

の
正

体

を

僧

に

明

か

す

。

こ

の
和

歌

は

、

年

齢

・
容

姿

・
職

業

の

相

関

を

体

現

し

た

掛

詞

「

み

つ

は

ぐ

む
（
老

い

て

屈

め

る
）
／

水

を

汲

む
」

を

使

用

し

、

不

可

逆

的

な

時
間

の

流

れ

の
中

で

、

年

齢

・
容

姿

・
職

業
（

社

会

的
地

位
）
・
経

済

状

態

の
共

時

的
連

関

を

捉

え

た
生

前

の

老
女

の

観

点

と

心
理

状

態

を
端

的

に

表

現

し

て

い

る
。

老

女

は
、

白

川

か
ら

水

を

汲

ん
だ

時

に

「

映

し
出

さ

れ

た
」

自

己

の

姿

と
自

己

の
昔

の
栄

華

を
彷

彿

と

さ

せ

る

興

範

に

よ

っ
て

、
「
若

」
か
ら
「

老
」
、
「

黒

髪

（
美

）
」

か

ら

「
白

髪

（
醜

）
」
、
「

白

拍

子
」

か

ら

「
水

汲

み

」
、
「

筑

前

の

太

宰

府

（
中

心
）

に
住

む

」

か
ら

「

白

川

の

辺

（

周

辺
）

に
住

む

」

と

い

う

一

連

の
相

対

立
す

る
質

的

変

化

を

意

識

し

、

嘆

い

た

の
で

あ

る
。

「
白

川

か

ら
水

を
汲

む

」

と
い

う
生

前

と

死

後

の
相

似

的

行

為

が
、

老
女

に

生
前

を
思

い

出

さ
せ

、

相

同

的

観

察

を
誘

発

す

る
。

し

か
し

な

が
ら

、

環

境

・
老

女

の
目

的

が
異

な

る
為

に
、

生

前

の

観

察

は
「
嘆

き

・
執

着

・
輪

廻
」

へ

、
死

後

の
観

察

は
「

理

の
認

識

・
解

脱

」

へ
と

老
女

を
導

く

。

世

阿

弥

は

「

水

を

汲

む
」

と

い

う
行

為

に
両

義

性

を
付

与

し

、

主

体

、
コ

ン
テ

ク

ス
ト

、

客

体

の

相

互

依

存
関

係

を
表

現

し

た

の
で

あ

る
。

観

察

実

相

懴
悔

と
発

露

懴

悔

に

於

け

る

相
同

的

観

察

は

、

老
女

の

個

人
的

経

験

に

於

て
重

な
り

合

い

、

一

般

と

個

別

・

悟

り

と

煩

悩

は

相

即

す

る

。

二

度

目

の

観

察

実

相

懴

悔

は

僧

の

弔

い

に

よ
り

誘

発

さ
れ

る

。

通

時

態

の

一

断

面

と
し

て

、

風

が
止

ん

で

生

起

し

た

、
平

安

で
静

か

な
共

時

態

の

描

写

に

「
風

雲

」

と
い

う

文

字

を

織

り

込

み

、

現

象

世

界

が
孕

む

「

静

／

動

」

と

い

う
両

義
性

を
言

語

現

象

に

よ

っ
て

視

覚

的

に

体

現

す

る
。

更

に
、

対

偶

法

を
用

い

て

、

老

若

の
区

別

な
く

顕

現

す

る
死

が
、

社

会

生
活

を
営

む

動

作

主

を

分

解

さ

れ

る
受

動

体

に
突

然

変
換

す

る
無

常

の
理

を

描

写

す

る
。
（
人

間

が
認

識

す

る
）

物

理

的

現

象

世

界

は

両

義

的

で

、

い

ず

れ

の
状

態

が
顕

在

化



す

る
か
（
潜
在
化
し
て
い

る
か
）

は
、
環
境
を
構
成
す
る
事
象
相
互
の
通
時

的

・
共
時
的
連
関
に
よ

っ
て
決
定

さ
れ
、
予

期
で

き
ぬ
と
い
う
認
識
を
、
折

句

と
対
偶
法

を
用
い
て
具
現

し
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
観
察
実
相
懴
悔

に
続
く
発

露
懴
悔

に
於
て

、
地

獄
で
体
験
す

る
両

義
性
を
描
写
す
る
。
生
前
と
同
じ
く
、
階
層
秩
序
的
差
別
智
で
客

体
を
措

定

し
続
け
る
老
女

は
「

煩
悩
の
火
」

に
悩
ま

さ
れ
な

が
ら
、
死
後
も
地

獄
で

水

／

熱
湯
を
汲

み
続

け
る
。
し

か
し
、
老
女

の
目
的
・
状
況

（
僧
と

の
遭
遇
）

の
変
化
に
応

じ
、「

煩
悩
の
火
」
は
「
浄
化

の
火
」
へ
と
転

換
し
、
老
女
の
地

獄
で
の
在
り
方

が
変

っ
て

く
る
。
こ
れ
は
、
主
体
の
観
点

が
客
体
を
措
定
し

（

水
／
熱
湯

、
猛
火

の
釣

瓶
／

釣
瓶
、
煩
悩
の
火
／

浄
化

の
火
、
地
獄
の
三

瀬
川
／
透
明
に
澄

ん
だ
白
川
）
、
同

時
に
、
そ
の
客
体

が
主
体

の
在
り

方

を

決
定
す
る
（
焦
熱
の
苦
痛
を
味
わ

う
／
焦
熱

の
苦
痛

が
和
ら
ぐ

、
心
の
苦

痛

／

心
の
静
寂
）

と
い
う
構
図
を
「
水
」
と
「
火
」
に
付
与
し
た
両
義
性

に
よ

っ
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
観
察
実
相
懴
悔
は
、
解
脱

の
為

に
白
川

か
ら
水
を
汲
む
時

に
誘
発

さ
れ
る
。
明

暗
、
寒
暖
の
変
化
に
反
応
す
る
人
間
の
行
動
、
温
度

の
高
低

に

依
存
す
る
事
物
の
形

状
、
プ

ロ
セ

ス
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
色

の
濃
淡

、
罪
業

の
深

さ
に
決
定

さ
れ
る
苦
痛
の
度
合
に
、
事
象
の
通
時
的
連
関
を
観

ず
る
。

程
度
（
量
）

の
変
化

に
応
じ
て

決
定
さ
れ
る
質
的
変

化
（
事
物
の
在
り
方
）

に
実
相

の
理

を
観
じ

た
の
で

あ
る
。

第
三

の
観
察
実
相

懴
悔
に
続
く
発

露
懴
悔
は
、
第
一
の
発

露
懴
悔
で
示
唆

し
た
、
自
ら
の
栄
華
と
落
魄
を
形
状
（
姿
の
良
さ
／
く
ず
れ
た
姿
）
と
色

（
鮮

明

／

鈍

く

暗

い

）

の

イ

メ

ー

ジ

で

具

象

的

に

描

き

出

す

。

可

変

焦

点

レ

ン

ズ

を

使

用

し

て

い

る

か

の

様

に

、

対

象

と

の

時

間

的

Ｅ
空

間

的

・

心

理

的

距

離

を

転

換

し

な

が

ら

浮

き

彫

り

に

す

る

の

で

あ

る

。

ま

ず

、

題

述

関

係

（
ｔｏ
ｐ
ｉｃ
―
ｃ
ｏ
ｍ

ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）

の

論

理

構

造

を

使

用

し

、

題

目

で

若

く

美

し

い

白

拍

子

の

容

貌

を

提

示

し

、

述

部

で

老

い

て

形

の

く

ず

れ

た

状

態

に

転

換

す

る

。

白
拍
子
の
全
体
像
か
ら
始
め
、
顔
↓
髪
↓
ま
ゆ
毛
↓
顔
↓
髪
の
順
に
、
次
々

と

「
美

」

を

「

醜

」

に

入

れ

換

え

、

最

後

に

老

醜

の

全

体

像

で

終

わ

ら

せ

る

。

栄

華

／

落

魄

・

美

／

醜

・

若

／

老

へ

の

転

換

を

提

示

す

る

、

こ

の

モ

ン

タ

ー

ジ

ュ

技

法

は

、

並

列

対

峙

の

効

果

を

あ

げ

、

転

換

は

一

瞬

の

出

来

事

で

あ

り

、

対

立

す

る

二

項

が

時

間

的

・

空

間

的

に

占

め

る

場

（
価

値

）

は

、

共

時

的

観

点

か

ら

見

れ

ば

、

平

等

で

あ

る

こ

と

を

強

烈

に

象

印

づ

け

る

。

次

に

、

老

女

は
、
白
拍
子
の
舞
を
所
望
し
た
興
範
と
の
や
り
と
り
を
、
主
客
一
如
の
如
く

に

再

現

す

る

。

こ

れ

は

、

僧

と

は

対

立

関

係

に

あ

る

興

範

の

機

能

を

明

ら

か

に

す

る

。

範

を

興

す

と

い

う

興

範

の

名

が

体

現

す

る

様

に

、

美

女

の

老

後

零

落

説

の

範

疇

に

檜

垣

の

姥

が

当

て

は

ま

る

こ

と

を

自

覚

さ

せ

た

の

で

あ

る

。

小

野

小

町

の

和

歌

「

佗

び

ぬ

れ

ば

身

を

浮

草

の

根

を

絶

え

て

誘

ふ

水

あ

ら

ば
い
な
ん
と
ぞ
思
ふ
」
を
本
歌
に
取
る
「
根
を
こ
そ
絶
ゆ
れ
浮
草
の
…
…
」

は
、
檜
垣
の
姥
と
小
町
の
老
後
落
魄
の
運
命
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
同
時
に
、

興

範

に

輪

廻

へ

と

導

か

れ

た

老

女

が

、

僧

に

解

脱

へ

の

引

導

を

授

け

ち

れ

る

こ

と

を

痛

切

に

願

い

、

再

び

足

を

引

き

ず

り

な

が

ら

、

僧

の

庵

へ

と

閼

伽

の

水

を

運

ふ

で

行

く

姿

を

「
却

来

」

さ

せ

る

。

読

者

は

、

老

女

が

「
螺

旋

状

サ

イ
ク
ル
の
軌
跡
」
を
描
き
な
が
ら
、
再
び
、
悟
り
と
煩
悩
を
繰
り
返
し
て
い

空／起縁るけおに亅垣檜Γ曲謡―
冖
δ―
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く
こ
と
を
示
唆
さ
れ
る
。
環
境
と
相
互
作
用
し
つ
つ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
構
成

し
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
於
て
認
識
し
た
客
体
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
客

体

と

の

関

係

に

於

て

自

ら

の

在

り

方

を

形

成

し

て

い

っ

た

檜

垣

の

姥

は

、

縁

起

／

空

の

理

を

体

現

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

読

み

手

と

縁

起

／

空

観

察

実

相

懴

悔

は

、

本

歌

取

り

の

手

法

を

用

い

、

対

句

を

使

用

し

た

簡

明

な

文

体

で

表

現

さ

れ

、

発

露

懴

悔

の

文

体

と

は

異

な

る

。

対

句

の

も

つ

引

き

締

っ

て

き

び

き

び

し

た

リ

ズ

ム

は

、

織

物

の

感

触

を

変

え

る

様

に

テ

ク

ス

ト

の

情

調

を

変

え

、

本

歌

取

り

は

、

近

接

的

に

順

を

追

っ

た

線

状

的

読

み

を

連

想

的

読

み

に

転

換

し

、

文

学

・

文

化

の

伝

統

・

仏

教

的

哲

理

を

収

斂

的

に

喚

起

す

る

。

「

檜

垣

」

の

テ

ク

ス

ト

を

他

の

テ

ク

ス

ト

に

関

連

さ

せ

る

こ

の

連

想

的

読

み

は

、

僧

の

紹

介

を

通

じ

て

最

初

に

設

定

さ

れ

る

仏

教

的

・

宗

教

的

解

釈

の

枠

組

を

強

化

す

る

。

こ

れ

に

応

じ

て

、

読

者

は

、

更

に

、

自

己

の

仏

教

的

・

文

化

的

知

識

を

「

檜

垣

」

の

テ

ク

ス

ト

に

重

ね

合

わ

せ

、

自

ら

が

設

定

し

た

解

釈

の

枠

組

に

於

て

「

檜

垣

」

を

解

釈

し

て

い

く

。

世

阿

弥

は

、

読

者

（

観

客

）

の

宗

教

的

・

文

化

的

・

文

学

的

知

識

に

よ

っ

て

構

成

さ

れ

る

前

提

要

件

と

し

て

の

共

同

主

観

的

認

識

の

枠

組

を

巧

み

に

利

用

し

、

テ

ク

ス

ト

が

空

間

的

・

時

間

的

・

言

語

記

号

的

な

実

存

の

枠

組

を

越

え

る

様

「

檜

垣

」

を

構

成

し

た

の

で

あ

る

。

更

に

、

掛

詞

の

使

用

は

、

事

物

の

在

り

方

が

環

境

・

脈

絡

（

コ

ン

テ

ク

ス

ト

）

に

影

響

さ

れ

る

と

い

う

縁

起

／

空

の

理

を

言

語

現

象

に

よ

っ

て

体

現

さ

せ

た

も

の

と

言

え

る

。

掛

詞

は

音

韻

的

類

似

性

に

依

拠

し

て

多

義

性

を

有

し

、

コ

ン

テ

ク

ス

ト

（

脈

絡

）

の

捉

え

方

・

観

点

に

よ

っ

て

、

結

合

軸

上

の

構

成

要

素

相

互

の

関

係

が

決

定

さ

れ

、

選

択

軸

上

か

ら

異

な

る

意

味

が

措

定

さ

れ

る

か

ち

で

あ

る

。

本

歌

取

り

、
・

掛

詞

の

使

用

は

、

主

体

、

コ

ン

テ

ク

ス

ト

、

客

体

の

相

互

依

存

関

係

に

依

拠

し

て

お

り

、

正

に

、

縁

起

／

空

の

顕

在

化

・

具

現

化

と

言

え

る

。

読

者

も

読

み

の

行

為

を

通

じ

て

、

視

覚

的

・

聴

覚

的

心

象

に

よ

っ

て

、

縁

起

／

空

を

観

ず

る

様

に

「

檜

垣

」

は

構

成

さ

れ

て

い

る

と

言

え

る

。

こ

れ

は

、

阿

字

に

「

本

不

生

」

の

理

を

観

ず

る

密

教

の

阿

宇

観

と

相

同

的

で

あ

り

、

藤

原

俊

成

（

１

１
１
４
-

１
２

０
４

）

が

「

古

来

風
体
抄
」
（
１
１
９
７
？
―
１
２
０
１
？
）
に
於
て
、
和
歌
と
止
観
を
結
び
つ
け
た
理
由
で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

（
―
）
本
稿
は
R
ｅ
ｉ
ｋ
ｏ
　
０
ｃ
ｈ
ｉ
,
　
”
Ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ｉ
ｓ
m
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｐ
ｏ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｒ
ｙ
：
　
Ａ
ｎ

Ａ
ｎ
ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｉ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
Ｚ
ｅ
ａ
ｍ
ｉ
'
ｓ
　
Ｈ
ｉ
ｇ
ａ
ｋ
ｉ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｔ
ｄ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
ｇ
ｏ
：
”
　
Ｐ
ｈ
．
　
Ｄ
．
　
ｄ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
-

ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

，
　

Ｃ

ｏ

ｒ
ｎ

ｅ

ｌ
ｌ
　

Ｕ

ｎ

ｉ
ｖ

ｅ

ｒ
ｓ

ｉ
ｔ
ｙ

，
　

１
９

８
４

（

Ａ

ｎ

ｎ

　

Ａ

ｒ

ｂ
ｏ

ｒ

：
　

Ｕ

ｎ

ｉｖ

ｅ
ｒ
ｓ

ｉｔ
ｙ

Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｌ
ｍ
ｓ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
,
　
１
４
４
４
-
８
９
３
）
に
基
づ
く
。

分
析
に
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、
横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注
「
檜
垣
」
「
謡

曲

集

」

上

、

日

本

古

典

文

学

大

系

四

〇

、

岩

波

書

店

、

一

九

六

〇

。

縁

起

・

空

に

関

し

て

は

、

仏

教

思

想

会

編

「

空

」

上

・

下

、

平

楽

寺

書

店

、

一

九

八

一

・

一

九

八

二

、

並

び

に

Ｔ

．
　Ｓ

ｔ
ｃ

ｈ

ｅ
ｒ

ｂ

ａ

ｔ
ｓ

ｋ
ｙ

，
　
Ｔ

ｈ
ｅ

　Ｃ

ｏ

ｎ

ｃ
ｅ
ｐ

ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

　ｏ

ｆ

　
Ｂ

ｕ

ｄ

ｄ

ｈ

ｉｓ

ｔ

Ｎ

ｉ
ｒ

ｖ

ａ

ｎ

ａ

，
　
ｉｎ

ｔ
ｒ

ｏ

ｄ
ｕ

ｃ

ｔ

ｉｏ

ｎ

　
ｂ

ｙ

　
Ｊ

ａ

ｉ
ｄ

ｅ

ｖ

ａ

　Ｓ

ｉｎ

ｇ

ｈ

（

Ｎ

ｅ
w

　Ｙ

ｏ

ｒ

ｋ

：

　Ｓ

ａ
ｍ

ｕ

ｅ

ｌ

Ｗ

ｅ

ｉ
ｓ
ｅ
ｒ

，
　
Ｉ
ｎ

ｃ

．
，

　

１
９
７

９

」

を

参

照

し

た

。

（

２

）
　

因

果

関

係

の

逆

転

に

関

し

て

は

、

Ｊ
ｏ
ｎ

ａ

ｔ
ｈ

ａ
ｎ

　Ｃ

ｕ

ｌ
ｌ

ｅ
ｒ

，
　Ｏ

ｎ

　Ｄ

ｅ
ｃ

ｏ

ｎ

ｓ

ｔ
ｒ

ｕ

ｃ
-

ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

：

　
Ｔ

ｈ
ｅ
ｏ

ｒ
ｙ

　ａ

ｎ

ｄ

　

Ｃ

ｒ

ｉ
ｔ
ｉ
ｃ

ｉ
ｓ
m

　
ａ

ｆ

ｔ
ｅ

ｒ

　

Ｓ

ｔ
ｒ

ｕ
ｃ

ｔ
ｕ

ｒ
ａ

ｌ
ｉｓ
m

　（

Ｉ
ｔ
ｈ

ａ

ｃ
ａ

：

Ｃ

ｏ
ｒ

ｎ

ｅ

ｌ
ｌ
　
Ｕ

ｎ

ｉｖ

ｅ

ｒ
ｓ

ｉ
ｔ
ｙ

　
Ｐ

ｒ
ｅ

ｓ
ｓ

，
　
１
９

８
２

）
，
　
ｐ

ｐ

．
８
６
-

８
８

を

参

照

し

た

。

（

３

）
　

奈

良

国

立

博

物

館

「

日

本

仏

教

美

術

の

源

流

」

一

九

七

八

、

二

七

九

－

二

八

一

。
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（

４

）

Ａ

ｌ
ｉ
ｃ

ｉ
ａ

　
M
a

ｔ
ｓ
ｕ

ｎ

ａ
ｇ

ａ

，
　
Ｔ

ｈ

ｅ

　Ｂ

ｕ

ｄ

ｄ

ｈ

ｉｓ

ｔ
　
Ｐ

ｈ

ｉ
ｌｏ

ｓ
ｏ
ｐ

ｈ

ｙ

　
ｏ

ｆ

　Ａ

ｓ
ｓ

ｉ
ｍ

ｉ
ｌａ
-

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
：
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
H
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｈ
ｏ
ｎ
ｊ
ｉ
―
Ｓ
ｕ
ｉ
ｊ
ａ
ｋ
ｕ

ｉ

ｈ

ｅ
ｏ

ｒ

ｙ

（

Ｔ

ｏ

ｋ

ｙ

ｏ

：
　
Ｓ

ｏ
ｐ

ｈ

ｉａ

　
Ｕ

ｎ

ｉｖ

ｅ
ｒ
ｓ

ｉ
ｔ
ｙ

。
　

１
９
６

９

）
，
　
ｐ

ｐ

．
　
３

４
-

３

８

．
　

一

方

、

W

．
　
Ｙ

．
　Ｅ

ｖ

ａ

ｎ

ｓ
-
Ｗ

ｅ
ｎ

ｔｘ

，
　

Ｔ

ｈ
ｅ

　

Ｔ

ｉ
ｂ
ｅ

ｔ
ａ

ｎ

　
Ｂ

ｏ

ｏ

ｋ

　

ｏ

ｆ

　ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｄ

ｅ
ａ

ｄ

　（

Ｌ

ｏ

ｎ

ｄ
ｏ
ｎ
　
：
Ｏ
ｘ
f
ｏ
ｒ
ｄ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
，
　
１
９
６
０
）
，
　
ｘ
ｘ
ｘ
―
ｘ
ｘ
ｘ
ｉ
は
異
な
る
伝

統

を

提

示

し

て

い

る

。

（

５

）
　

奈

良

国

立

博

物

館

『

浄

土

曼

荼

羅

』

一

九

八

三

。

（

６

）
　

村

山

修

一

「

本

地

垂

迹

」

吉

川

弘

文

館

、

一

九

七

四

。

（
７
)
 
 
Ａ
ｌ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
　
M
a
ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
，
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
，
　
ｐ

．
　１

２
４

．

（

８

）
　

多

屋

頼

俊

、

横

超

慧

日

、

舟

橋

一

哉

編

『

仏

教

学

辞

典

』

法

蔵

館

、

一

九

五

五

。

（
9
）
　
武
邑
尚
邦
「
仏
教
思
想
辞
典
」
教
育
新
潮
社
、
一
九
七
二
。

（
1
0
）
　
現
代
語
訳
は
、
横
道
・
表
校
注
、
前
掲
書
に
基
づ
く
。

（
1
1

）
　

「

却

来

」

と

「

螺

旋

状

の

サ

イ

ク

ル

の

軌

跡

」

に

関

し

て

は

、

高

須

裕

三

「
能
の
美
学
」
（
『
比
較
思
想
研
究
』
比
較
思
想
学
会
一
二
、
一
九
八
五
、
八
五

―
九
五
）
を
参
照
し
た
。

（
お
ち
・
れ
い
こ
、
日
本
文
学
、
同
志
社
大
学
講
師
）

空／起縁るけおに亅垣檜ｒ曲謡
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